






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 イギリスの豪華旅客船 (Titanic)､4万6328トン｡1912年 4月14日夜ニューファンドランド島南方沖の北大西洋上
を処女航海中､濃霧のため氷山に衝突､翌日未明に沈没した｡乗客 ･乗員2200人余中1500人余が死亡｡レオナル ド･
ディカプリオ､ケイト･ウインスレット主演の映画 Fタイタニック』は記録的な興行成績を収めた0
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きをおいた ｢社会性｣に対し､一つの社会を作
りその社会を維持し運営していく力の重要性を
指摘し､それを｢社会力｣と名付けた｡ そして､
｢わが国の若い人々に欠けているのは社会への
適応力というより､自らの意思で社会を作って
いく意欲とその社会を維持し発展させていくの
に必要な資質や能力である｣(門脇厚司 [1999]
vii頁)と述べている｡若い人々だけに欠けてい
ると言えるかどうか､その点には疑問を抱かざ
るを得ないが､本質を衝いた指摘であり共感を
覚える｡
こうした ｢社会力｣はどうすれば磨かれるの
か ? 2点だけ挙げてみたい｡
1つは､現在の大学生が､あまりにも新聞を
読まないことである｡テレビやネットでニュー
スなどに触れることも極めて少ない｡授業中に
現在の総理大臣の顔を大きくアップして見せて
も､誰かわからないという学生が何人もいるの
である｡新聞を見ないことがどういうことにな
るかというと､社会の抱える問題点や､いま社
会が何を求めているかに気づかず関心を寄せな
いということになる｡ 門脇氏の言う ｢社会力｣
に繋がらないのである｡ 社会の求めるものを察
知できないことから､就職にも影響が及んでく
るのは避けられない｡
2つ巨=ま､ボランティア体験の重要性である｡
どういう分野であれ､小中高校生や大学生の時
代にボランティア活動を体験することによっ
て､社会にはさまざまな理由で困っている人が
いること､あるいは解決が迫られている問題が
あることに気づくことができる｡ ささやかなが
らも､自分が何かの役に立ったという喜びを味
わうこともできる｡
経営学部の創設準備の段階で学力試験中心の
入学者選抜に疑問を抱いた私は､全米の一流大
学を中心とした231大学の選抜方法を調べた｡
その結果､いわゆる学力だけで選抜している大
学はただのひとつも見当たらない｡すべての大
学が､学力以外の要素､たとえば生徒会活動や
スピーチ大会での入賞､美術や音楽の才能､さ
らにはコミュニティでの奉仕活動やリーダーと
しての経験を加点対象としている｡｢大学自体
がコミュニティであり､さまざまな個性や能力
を持った人がいなければならない｣というのが､
コロンビア大学の入試担当者の答えであった｡
｢大学は将来のアメリカ社会のリーダーを育て
るところ､ボランティア活動に関心のない若者
がリーダーになれるわけがない｣という話も聞
かされた｡
こうした調査を背景に､経営学部では全国の
大学に先駆けて､いわゆるボランティア入試制
度を設けた｡大いに成功しているとは言い難い
が､それでも地域社会への奉仕活動が評価され
て入学した私のゼミ生が､なんと成績最優秀者
として卒業式で総代を務めるという､実に嬉し
い実例も生まれた｡
｢住育｣への期待と ｢三六九の子育て力｣
思いやりや創造力､社会力､コミュニケーショ
ンカといったとき､果たして大学教育でどこま
で育てられるのか､私には疑問が湧いてくる｡
高校や中学校､あるいは小学校でも遅すぎるの
ではないか｡そうした思いでいた折に出合った
のが宇津幡光代さんの提唱する ｢住青の家｣で
ある｡2008年の夏､平壌を訪れた宇津幡さんの
口から初めて ｢住育｣という言葉を耳にしたと
き､正直､全身にビピッ-と走るものを感じた｡
｢住育｣は､一言で言えば､｢住まいの間取 り
や素材の工夫によって､健康で幸せな家族が生
まれる｣という考え方である｡多 くの人々が求
めてきた､大きな家､立派な家､家族一人ひと
りが個室を持つ家､食卓の前にドンとテレビが
備えられる家に､字津晴さんは大きな疑問を感
じた｡子どもが玄関を開いて ｢ただいま｣と言
えば､母親が台所や居間からしっかりと子ども
に笑顔を返すことができる家､子どもたちが自
室よりもむしろ食卓で勉強ができ､食事時にな
ればきちんと片付けのできる､小さくても家族
の気配を感じ合える家の大切さを訴えている｡
2000年に京都に建てたみずからの住まいをモ
デルハウスにしたが､そこには部屋を隔てる廊
下はなく､洗面所と浴室､洗濯場､台所が一直
線に並んで廊下代わりになっている｡歩行も不
自由になった母親の介護も楽にできたという｡
台所では家族や友人も一緒になって調理を楽し
むことができる｡リビングは吹き抜けで､2階
にいる家族の気配も感じられる｡日当たりや室
内の空気の流れにも工夫が施され､エアコンも
ほとんど不要という｡壁などには自然の素材が
使われ､アレルギーの心配もない｡
間取 りの工夫によって家族のコミュニケー
ションをよくし､｢お母さんを家族の太陽にし
たい｣というのが､宇津崎さんの夢である｡｢住
青の家｣に住み始めた家族を訪ねたが､従来と
較べて日々の生活-の思いや家族のコミュニ
ケーションが一変したと､揃って言う｡
本題から外れてしまったと訪る人がいるかも
知れないが､実は宇津幡さんは､｢住まいは人
間形成の道場｣という松下さんの言葉に励まさ
れ､30余年をかけて ｢住育｣にたどりついたと
いうのである｡松下さんは､松下電器グループ
の住宅会社パナホームの資料の中で次のように
述べている｡
｢孟子のことばに､"居は気をうつす"という
のがあるそうだ｡つまり､住まいというものは､
そこには住む人の心を変化させ､一つの性格を
形づくる力をもっているという意味である｡ た
しかにお互い人間は､幼いときからの日々の生
活習慣を通じて､いろいろと物事を学んでいく｡
あるいは感化を受けていく｡その生活環境の中
心が住まいであって､だから住まいというもの
は人格形成に大きな影響を与えるものだと思う
のである｣｡
幼い子どもを持つ母親の多くが外で仕事を持
つようになった今､かつてのような子育てや家
族のあり方は望むべくもない｡しかし､江戸時
代の町衆の子どもの朕､教育から､学ぶべき点
も多いのではないか｡江戸しぐさで知られる越
川穫子さんは､｢三つ心､六つ朕､九つ言葉､
十二文､十五理で末決まる｣という言葉を紹介
している｡江戸では､先にも取 り上げた ｢思い
やり｣を基本に､子どもの朕や養育を実践して
最終講義一松下幸之助から学びて､いま思う日本の行く末- 17
いたというのである｡
子どもの養育に何よりも大切なのは､成長段
階に応じた最適なタイミングでの養育で､その
時期を逃しては身につかないと考えられていた
という｡それが先ほどの言葉で､｢3歳までに
は心を育み､6歳になるまでに手取 り足取 り口
移しで､繰 り返し真似をさせ､9歳までにはど
んな人にも失礼のないものの言い方で応対がで
きるようにし､12歳では文が書けるようになり､
15歳では暗記ではなく物事の理屈をわかるよう
にさせるのが親の務め｣(越川磯子 [2008]13
-14頁)と考えられ､親や周 りの大人たちが手
本となり､町ぐるみで子どもを育てていこうと
していたというのである｡家庭教育､さらには
隣近所といった地域社会のあり方を､改めて考
える必要を痛感させられる｡
"変な人"と二所懸命
日本が極めて困難な課題に直面し､事態が容
易でないことを､繰 り返し述べてきた｡もちろ
んこうした困難に直面するのは今回が初めてと
いうわけではなく､また日本以外の国々も幾度
となくこうした難題に直面してきた｡
振 り返ってみたいのは､過去のそうした難題
解決で重要な役割を果たしたのはどういう人
だったかという点である｡先にも指摘したとお
り､その時代､その社会のいわゆる権力の中心
にいる人物ではなく､むしろ周囲から"変な人"
と見られていた人たちが､少なくとも難題解決
の "突破口"を開いてきたのである｡環境問題
の重要性に気づいたのも､決して環境省の偉い
人ではなかったし､北朝鮮による粒致事件に気
づいたのも､難しい外交官試験に受かった外交
官ではなかった｡
新幹線の父と呼ばれる十河信二氏だが､提案
をしたころには政治家からもマスコミからも猛
反対を受けた｡信念と勇気を持った十河氏が､
いわば政府をごまかすような計画書を示して実
現にこぎ着けたのが今日の東海道新幹線なので
ある｡水俣病にしても､最初にその原因がチッ
18 国際経営論集 No.412011
ソの工場排水にあると指摘した熊本大学医学部
の教授は､当時の通産省幹部から ｢熊本大学ご
ときが ･･･｣と罵られている(朝日新聞､1995
年4月22日)0
言ってみれば､問題解決の "突破口"を開く
のは､これからも恐らく､周囲から "変な人"
と見られている人であろう｡私の言う"変な人"
とは､｢自分のことより社会のこと､今のこと
より将来のことを思いやり､柔軟な心で真剣に
学び考え知恵を出し､勇気を持って提言､行動
できる､やさしく強い人｣である｡そういう"変
な人"にとっては､役所や企業はあまり居心地
がよくない｡最高に活躍できる場所と言えば､
いわゆるNPOや市民活動団体であろう｡
そうだとすれば､社会全体 として､NPOや
市民活動団体が活動しやすい環境を醸成してい
かなければならない｡先に述べた NPO法の成
立や､各自治体における市民協働推進条例の制
定､各種の補助金制度､あるいは表彰制度など
も有用である｡しかし､日本の国や自治体の財
政破綻の状況を考えれば､税金に依存した補助
金の拡大は望むべくもない｡
NPOや市民活動団体の性格から言っても､
理想はやはり市民やあるいは企業による寄附や
ボランティア活動に支えられるのが本来の姿で
ある｡アメリカでは､そうした民間の寄附が年
間約25兆円にも達し､しかもその85%は遺産贈
与を含む個人によるものである｡成人の約半数
が毎週4時間余のボランティア活動を行ってい
る｡宗教的な背景や税制度も大きく異なること
から､直ちにアメリカのような姿は望めないが､
少なくともNPOの側が､将来的には市民の力
強い理解と支援が得られる､地道な努力を重ね
ていくことを望みたい｡
ボランティア活動については､多くの人々が､
どのように関わればよいのか､よくわからない
というのが実態であろう｡その意味で､子ども
のころから､地域社会のさまざまな課題に目を
向け､支援に関わるという体験をしておくこと
が重要である｡学校とか地域社会で､そうした
体験のできる機会を意識的､計画的に設けてい
くことを強 く望みたい｡
併せて､先に､戦後の高度成長の過程で､多
くの人々が､会社 もしくは役所などに､｢一所
懸命｣尽 くしてきたと指摘 したが､これからは､
勤めとは別の､もう一つ別の社会的課題への､
私の造語で言えば ｢二所懸命｣の生き方を望み
たい｡堀田力氏が理事長を務めるさわやか福祉
財団では､｢名刺両面大作戦｣と銘打って､サ
ラリーマンの名刺の裏に､自分が関わったり応
援 したりしているボランティアや NPO等の名
前を記そうと呼びかけている｡｢NPOは民主主
義の学校｣である｡こうした一人ひとりの生き
方を変えることによって､初めて政治を変え､
社会を変え､そしてタイタニック号の危機に瀕
した日本や世界を救うことができる､少なくと
もその糸口をつかめるに違いない｡
そのように考えれば､これからの50年､それ
はほんとうにおもしろい､や り甲斐のある時代
ということができる｡
※本稿は2011年2月5日に一般公開で行われた
｢最終講義｣の内容に沿ったものである｡
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